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若者がつながらないことを選ぶ背景

• 「孤独感」について、「常にある」「しばしばある」あるものの、「支援が必要な状態でないため」と回答した人は60％
• ※下記調査は16歳以上を対象としたものであり、若者に限定した調査ではない。

• 反対に、必要ではないと答えた以外の4割は
「支援が必要と思っていても支援が届いていな
い」とも捉えられる

• 無理に我慢したり、他者への負担を過度に意識
したりしないような支援も必要かもしれない。



第2部_2

若者がつながらないことを選ぶ背景

• 孤独であると感じている人の割合は、各世代ごとに3～４割程度。
• 若者に限って孤独感を感じたり、つながりを拒んでいたりすることは無い。



若者がつながらないことを選ぶ背景

• 直接会って話す頻度が少なかったり、核家族化や雇用の不安定化が進み、孤独や孤立が起きやすい社会へと変化してきている。

資料：2022年6月 孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム【分科会2(第１回)】 議事次第
220627bun2-gijihaifu.pdf



資料：孤独・孤立対策に関する施策の推進を図るための重点計画（孤独・孤立対策重点計画） - 内閣府

若者が地域とつながりたいニーズは？

• 孤独・孤立対策として、国が認識している直近の課題として、小中高生の自殺者増加が挙げられている。

「若者の地域とつながりたいニーズ」について
は、適当な資料が見当たらなかった。



資料：つながりたいけど、つながれない。孤独孤立状態の若者を支える支援現場の課題 | Ridilover Journal（リディラバジャーナル）



資料：若者のボランティア活動意識に 関するアンケ－ト調査 集計結果および考察 2025年2月
（福井県社会福祉協議会 福井県ボランティアセンタ－ ）

若者が地域とつながりたいニーズは？

• 福井県の若者に実施したアンケート調査では、「地域や社会の役に立ちたいため」と回答した若者が最も多かった



若者が地域とつながりたいニーズは？

• 内閣府が実施した調査で、ボランティア活動の参加理由を世代別に見ると、「社会の役に立ちたいと思ったから」が各世代
で高い。

• 20代～30代は「自己啓発や自らの成長につながると考えるため」や「社会的に評価されるため」が他の世代と比較し、
相対的に高いのが特徴。
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 (%)

    全体
(n=536)

536 34.3 59.1 11.4 11.4 25.4 1.9 6.7 12.3

20～29歳
    (n=51)

51 43.1 43.1 9.8 11.8 13.7 7.8 7.8 19.6

30～39歳
    (n=65)

65 38.5 53.8 20.0 9.2 26.2 4.6 0.0 9.2

40～49歳
    (n=80)

80 32.5 50.0 21.3 7.5 42.5 1.3 5.0 12.5

50～59歳
    (n=78)

78 28.2 55.1 10.3 14.1 30.8 0.0 6.4 11.5

60～69歳
    (n=105)

105 28.6 66.7 8.6 12.4 26.7 1.0 6.7 9.5

70歳以上
   (n=157)

157 37.6 68.2 5.7 12.1 16.6 0.6 10.2 13.4

F6　年代





兵庫ひきこもり情報ポータルサイト – 兵庫県で、ひきこもりなど孤立しがちな本人やそのご家族、支援者のための情報サイトです。

つながらない権利をどう保障するのか

• 兵庫県では、ひきこもり情報ポータルサイトで「オンライン居場所」を設けている
• テーマ別の居場所（トークルーム）で、そのテーマに沿った内容について話せる場所をつくっている。



資料：あなたはひとりじゃない｜内閣府孤独・孤立対策推進室

若者が地域とつながりたいニーズは？

• 内閣府の孤独・孤立対策推進室では、悩みごとに応じた相談先をチャットボットで選択できるポータルサイトを開設。
• （普段からつながっていないとしても）いざというときに、支援できる先への導線を引いている。

東京都でも若者向けの
相談窓口を開設



子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業（３Ｃ区市町村包括補助事業）｜都の基本計画｜東京都政策企画局

若者が地域とつながりたいニーズは？

• 東京都でも各世代や地域の実情に応じた、居場所づくりを支援する事業を実施している。





若者が地域とつながりたいニーズは？

• 江戸川区は障害者や引きこもり状態の人の就労先として、クラフトビールの醸造施設を整備する予定。



資料：孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム分科会2（2022年）
孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム分科会2「きめ細やかな支援や、地域における包括的支援に向けた行政（国、地方）・民間・NPO等の役割の在り
方」 - 内閣府

参考資料

• 内閣府が主体の官民連携の取り組み「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」では、以下のような役割と連携で議論されている





なぜ、誰が「つながれない」のか？

• 内閣府が主体の官民連携の取り組み「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」では、大きく３つに分類して課題と対策案を整理している。。

資料：孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム分科会1「声を上げやすい・声をかけやすい社会」に向けた取組の在り方 - 内閣府



資料：孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム2022年度（令和4年度）第2回シンポジウム
孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム2022年度（令和4年度）第2回シンポジウム～「声を上げやすい・声をかけやすい社会」に向けた取組の在り方～ - 内閣府
藥師実芳氏（認定NPO法人ReBit 代表理事）提出資料

なぜ、誰が「つながれない」のか？

• 例えば、LGBTQの子ども・若者を対象にした調査では、全国調査を比較して孤独・孤立を感じやすい「ハイリスク層」となっている。
• 相談できる人、場があることで自殺リスクが減少する調査結果となっている。



なぜ、誰が「つながれない」のか？

• 相談相手がいることが重要であるものの、相談相手のいない人が、行政機関やNPO等により相談しやすい環境を整えていくことも重要

資料：孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム2022年度（令和4年度）第2回シンポジウム
孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム2022年度（令和4年度）第2回シンポジウム～「声を上げやすい・声をかけやすい社会」に向けた取組の在り方～ - 内閣府
井澤徹氏 （特定非営利活動法人新公益連盟）資料
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